


様々なポインティング衛星、モニタリング衛星で、 
Lx = 1028 ~ 1034 ergs s-1 に渡るX線フレアが観測
されている。 例）II Peg (@Swift) 

 
Lx (0.8-200 keV) 
= 2 × 1033 ergs s-1 



MAXIの視野 
軌道軸 

天の北極 
天頂方向の視野 

水平方向
の視野 

 
 
 

90分で 
地球を1周 

90分で1枚の全天画像を作成し、X線天体を監視！ 

・国際宇宙ステーションに搭載されている 
 最高感度のモニタリングX線観測機 
・2009年8月稼働開始 



Gas Slit Camera (GSC) 
・検出器 : 比例計数管(12台) 
・検出エネルギー : 2-30keV 
・有効面積 : 5350 cm2 

Solid state Slit Camera(SSC) 
・検出器 : X線CCD(32枚) 
・検出エネルギー : 0.5-12keV 
・エネルギー分解能 : 
   2.5%(@5.9keV) 

従来の全天監視装置
より10倍高い感度で
観測が可能！ 



時間 

明
る
さ 



        解析結果 
         ～統計的議論～ 



◎例：HR1099 (連星) 1周回（90分）ごとのムービー 

(帯域：2-10 keV) 

時間 





巨星 主系列 巨星 主系列 

CaIIなどの輝線成分を持つM型

の矮星。彩層活動がとても活発
で、表面磁場も強い（数ｋG）。 

太陽のような主系列星になる前
の段階の星。(CTTS,WTTS) 



(帯域：2-20 keV) 

多くが１００ｐｃ以内に分布している 



１００pc以内の active binary = 256天体 
MAXIのモニタリングで検出したactive binary=10天体 



■：MAXI 
□：先行研究 

Shibata & Yokoyama 1999、Feldman et al. 1995、Shimizu 1995  



■：MAXI 
□：先行研究 

Lxが大きい減衰時間も長い？ 





■：RSCVn-MAXI 
□：RSCVn-ref 
×：Algol-MAXI 
●：dMe-MAXI 
○：dMe-ref 
▲：YSOs-MAXI 
△：YSOs-ref 
☆：Solar type EM ∝ R3  

EMが星の体積に比例している？ 



active star と 
G型主系列星には
エクセスがある。 

各天体カテゴリの最大フレアに注目すると、 
全ての恒星に統一的に相関があるとはいえない 

G型主系列星は 
X線フレアに関して 
active ではない 



■：RSCVn-MAXI 
□：RSCVn-ref 
×：Algol-MAXI 
●：dMe-MAXI 
○：dMe-ref 
▲：YSOs-MAXI 
△：YSOs-ref 
☆：Solar type 

MAXIで検出されるような巨大なフレアを 
起こす星は自転速度が速い 



各天体カテゴリ毎に
目立ったエクセスは
見られない 

恒星フレアに統一的
に関わっているのは
自転速度ではないか 



・統一的に、プラズマの規模が体積に相関があるとは 
いえない。 
⇒G型主系列星の活動性が低い 

・大きい規模のフレアのサンプルを増やす事ができた。 

・フレアの明るさ減衰時間の関係をバイアスの少ない 
観測により示した。 
⇒今回のフレアの減衰は放射冷却で説明ができる。 

・フレアの全放射エネルギーに寄与しているのは 
自転速度であると思われる。 
⇒大規模なフレアを起こす星は総じて自転速度が速い 





熱的プラズマからのX線 
（熱制動放射） 

X-ray 

プラズマ状態では電子とイオンに分かれており、電子の運動の 
 向きが変えられると、運動量の差分に対応したX線が放射される
プラズマの温度に対応した連続スペクトルが放射される 

自由電子 

イオン 

hν = kTで折れ曲がる 

熱制動放射の連続スペクトル 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
I(T,E)=2E^3[h^2c^2(exp[E/kT]-1)]^-1



L = 4πR2σT4 
という計算式で与えられる。Lは光度（ワット）で、Rは半径
（メートル）、σはステファン･ボルツマン定数（5.67*10-8 

Wm-2K-4）、Tは星の表面温度（ケルビン）。 
 
光度と温度を観測的に求めて、半径を導く。 
また太陽と比較を計算すると、 

L/Ls = (4πR2σT4)/(4πRs2σTs4) = (R/Rs)2(T/Ts)4 
 
となり、R/Rsについて解くと、以下の式を得る。 
 
R/Rs = (Ts/T)2(L/Ls)1/2 

星の光度は、表面温度と表面積で決まり、 



◎励起状態密度を入力として、衝突輻射モデルを解くこ
とによって、（電離度が同一の）輝線の強度比から、 
電子温度・電子密度を推定することができる。 



 



 



〇：MAXI detect  
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